
後続業務でのS/I情報の活⽤
後続業務にてS/I情報を活⽤した⼊⼒が可能となり、転記
ミス等の防⽌・⼊⼒の省⼒化につながります。

貨物状況の照会（業務コード︓ISI）
貨物の搬出⼊状況や輸出申告状況等の照会が
可能になります。

情報の伝達
NACCSを通じて、海貨業者やフォワーダーへS/I情報を
伝達することができます。
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シッピングインストラクション（S/I）の送信業務について、
海上⽤（SIR業務）と航空⽤（EIR業務）を統合いたします。

統合に伴い、後続のインボイス・パッキングリスト情報登録業務（IVA）
にて、S/I情報を活⽤した⼊⼒が可能になります。※

NACCSを⽤いたS/Iのメリットをご紹介いたします。

貨物

第7次NACCS
SIR業務とEIR業務の統合

※ 海上貨物については現⾏システムでも既に可能です。

荷主の皆様へ！DXの時代です!
S/Iを電⼦化してみませんか!!

詳細な内容については、第7次NACCS詳細仕様説明会資料（P77）をご参照ください。


